
Q：角度付アバットメントの傾斜方向を考慮したインプラント埋入方法は？

角度付アバットメントの傾斜方向と埋入時の留意点
　Legacy™インプラントには、セメント固定式、スク
リュー固定式双方に角度付アバットメントがラインナッ
プされています。

　Legacy™インプラントはアバットメントの回転防止機
構に六角（Hex）による嵌合を採用しております。した
がって角度付アバットメントの傾斜方向は、インプラン
トプラットホームの内部六角により決定します。（図 1）

　術前診断と補綴設計において、角度付アバットメント
を使用することが予想される場合は、最終的な内部六角
の方向を調整しながら埋入することで、角度付アバット
メントの傾斜方向をコントロールします。

　角度付アバットメントの傾斜方向と内部六角の相関関
係は図 2 の通りです。例えば上顎前歯部に埋入するイン
プラントの場合、唇側／口蓋側に六角の壁面が向くよう
にすれば、角度付アバットメントは口蓋側へ正しく傾斜
することになります。（図 3）

　Legacy1、2、3 インプラントはそれぞれ異なった形状
のキャリアーが連結されていますが、各キャリアーのボ
ディには六角の「面」の位置がわかる印が施されていま
す。（図 4）埋入終了時にその印がどちらを向いている
かが、そのまま角度付アバットメントの傾斜方向の目安
になります。

　また、埋入途中でキャリアーを外して埋入する場合は、
ヘックスインサーションツールの六角の面を目安にして
ください。（図 5）

　セメント固定式の場合の支台形状や、スクリュー固定
式のアクセスホールの位置を、設計通り既製のパーツで
再現することで、審美性の高い補綴を低コストで完成さ
せることが可能になります。
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図 1：角度付アバットメント。基底部の六角がインプラントの内部六角に
嵌合して装着される。その向きが傾斜方向を決定する。
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図 2：六角の嵌合と傾斜方向の
相関関係。

図 3：六角の壁面が唇側に向い
ていると、アバットメントは口
蓋側へ傾斜。（上顎前歯の場合）
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図 4：Legacy1,2,3 のキャリアー支台部に施された、六角の方向と連動
した印。
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図 5：ヘックスインサーションツールを直接
挿入し埋入する場合、先端の六角部の方向を
確認。
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